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　台風13号が，発達しながら北上を続けています。このため，西日本に近づき，荒れた天気になる恐れも出てきています。

　最新の気象情報をチェックしながら，つぎの対応策を参考にして被害を最小限に食い止めるように事前･事後の対策に努めてください。

　この場合，作業中に被害に遭わないよう充分に注意し安全を確認のうえ，ほ場や施設の管理を行ってください。

作目
事前対策
事後対策

水稲
· 収穫間近のほ場では，若干早くても収穫で

きる時に収穫する。
· ほ場周辺に明渠を掘るとともに乾き難いほ

場ではほ場内にも明渠を敷設して，倒伏した場合の穂発芽の軽減を図ると共に，適期に収穫できるように配慮する。

· 収穫まで２週間以上あるほ場では，深水にしておくと倒伏を軽減できる。

· 水稲育苗ハウス内に作物がない場合は，ビニールを除去しておく。
· 倒伏した場合は速やかに排水するとともに株の上に穂を持ち上げ，穂発芽の発生を抑制する。

　収穫適期に近い場合は，若干早くても収穫する。
· 潮風害を受けたときは，深水にし，速やかに動力噴霧器等で水洗いする。

· 倒伏した株の籾や早刈りした籾は水分含量が高く，変質しやすい。また高温で継続乾燥すると胴割れが発生し易くなるので，収穫後直ちに通風乾燥等の予備乾燥したり，毎時乾燥率0.8％以下で徐々に乾燥する等，従来に増し注意して乾燥する。
　倒伏した株等を収穫した場合は，土壌など異物が混入し易い。調整は米選機等を利用して丁寧に行う。

大豆
· 根の活性が低下してくる時期であり，ほ場　

内をこまめに見回って明渠を補修する等，排水に努める。
· 紫斑病の発生は土壌が過湿状態にあると助長され

るので，排水と防除を徹底する。

野菜
· 冠水や浸水の恐れのあるほ場では，排水が確実に行われるようにする。

· 播種や定植を計画している場合は，台風の通過前の作業を避け，通過後に行う。播種直後は切りワラやクンタンなどで播種部分を被覆する。

· ナス，ピーマンなど収穫期にある果実は，台風の接近する前に少し若くても収穫して株の負担を軽くする。

· アスパラガスやピーマンなど支柱やネットを設置している作物は，支柱がぐらついていないか確認し，必要に応じて補強する。また，ネットの緩みがないようにしておく。

（ハウス施設）

· 強風時はビニールを張って完全密閉する。換気扇がある場合には動かしてハウス内を負圧にしておく。

　ハウスにはスジカイを入れ，浮き上がり防止策として杭をしっかり打ち込み，ビニール押さえのマイカー線等の緩みがないか，確認しておく。

· 被覆資材の上から大きい目のネットなどで押さえをするとビニールのバタツキが軽減でき，強風に耐えられる。

· ハウスの強度を上回る強風が予想される場合（最大風速が毎秒３０ｍ以上が一つの目安），事前にビニールを取り外し，強風でハウス本体を損傷しないようにする。
· 高温と過湿により根傷み，草勢が衰えがちになる。台風通過後は速やかに排水を図る。

· 草勢を回復させる手段として，液肥の１０００倍液の葉面散布などが有効である。

· 広島県病害虫防除基準にもとづき殺菌剤の散布を行う。

花き


（露地花き）

· 倒伏防止のため事前に支柱を増やす等により，ネットの補強を行う。

· ほ場の数箇所に排水溝を設置し，滞水しないように配慮する。

（施設花き）

○野菜ハウス施設の対策と同様の対策を行う。
· 滞水している場合は，排水対策を早急に行う。

· 倒伏した花きは茎曲がりになり，商品価値が低下するので速やかに引き起こす。

· 広島県病害虫防除基準にもとづき，殺菌剤散布を行う。

果樹


· 暴風

　植物体の損傷を軽減するには，防風網の設置が有効である。

防風林と防風林の隙間は風が吹き込み易いので，隙間に防風網等を設置し防風効果を高める。

· 枝折れ対策

　カキ，カンキツ類等は果実の重みによる枝折れが懸念される。支柱を立て，枝を誘引する。また，品種更新のために高接ぎしたものは，支柱や，中間台にしっかり固定する。苗木・幼木も根張りが不十分なために倒伏する可能性があるので，支柱を立てる。

· 落葉果樹

　収穫期を迎え，落果が懸念されるものはできるだけ事前に収穫する。

· 棚で栽培する果樹の対策

　ナシ，ブドウなどの棚栽培する果樹は，強風が棚面をあおり，被害を大きくする。

棚自体を補強（棚面を鉄パイプで補強する，支柱を増やす，棚線を張り直して緩みをなくすなど）し，枝を棚面にしっかり誘引しておく。

　多目的ネットや支持施設などの破損防止のため，ネットを寄せ，結束しておく。

ナシは側枝の誘引が不十分な場合，落果が多くなるので確実に誘引する。また，落果が多くなると予想される場合，収穫可能な果実は台風前に収穫しておく。

○ハウス栽培の対策

　野菜ハウス施設の対策と同様の対策を行う。

· シートマルチ栽培の対策

　カンキツ類で多いシートマルチ栽培は，シートマルチが強風であおられると風ズレ果や枝折れが発生しやすくなるため，シートマルチの押さえを点検して補強する。（ペグより土のうで補強した方がよい。）

· 防除

（カンキツ）

　黒点病については，今回の降雨により，前回の防除から２５０ｍｍを越えると予想される場合は広島県病害虫防除基準により追加防除を行う。

　特に，収穫期が近いので，農薬の使用に当っては，使用基準（収穫前日数）に留意する。


（防除）

· 強風によって枝葉や果実についたキズにより病気の発生が多くなる。特に，晩柑類やモモでは，かいよう病や穿孔細菌病が発生することが予想されるため，事前又は事後の防除を徹底する。

· 潮風害など

雨が少なく潮風のみの場合は，できるだけ早く水で葉に付着した塩分を洗い流す。

畜産


· 畜舎や堆肥舎，飼料庫等

強風被害防止のため補強等を行う。

また，雨水等の吹き込み，流入を防ぐために周辺の排水施設等の点検，補修等を行う。

家畜の感電死や火事などを起こさないよう，電気設備等の点検，雨水対策等を行っておく。

停電等に備え，必要な発電機等の手配をしておく。

· 放牧牛や放牧地

柵等の破損を防ぐため，補強等を行う。

牧柵の破損等による脱柵などを防ぐため，安全な場所や畜舎等に牛を収容する。

· 飼料作物

飼料畑の排水対策等に努める。

飼料用トウモロコシ等，収穫期の長大作物で，強風等による倒伏が懸念される場合は，事前に刈取り，サイレージの調整等を行っておく。


· 畜舎や堆肥舎，飼料庫等

水にぬれた飼料は変敗の恐れがあるものは，家畜には給与しない。

　雨水等が流入した場合，速やかな排水に努めるとともに，水が引いた後に消毒を行う。

　堆肥舎に雨水等が流入した場合，オガクズ等で水分調整を行い，再度発酵させる。

漏電等が疑われる場合，速やかに業者に点検等を依頼する。

· 放牧牛や放牧地

放牧地については，台風通過後，牧柵等の破損，土砂崩れ等の被害が無いことを確認した上で放牧する。

継続して放牧していた場合，台風通過後速やかに，牛や放牧地の状態を確認する。

　牛に異常を認めた場合，状況に応じて家畜診療所，　

家畜保健衛生所等に連絡し，速やかな対応を行う，また，牧柵等の破損を確認した場合は速やかに修理等の対応を行う。

· 飼料作物

　飼料畑が冠水したり，土砂の流入，侵食等が発生した場合は，速やかに現状回復に努め，必要に応じて牧草の播種等を行い，草地の生産力の回復を図る。

　収穫期の牧草が倒伏した場合，速やかに収穫調製等を行う。

